
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛恵会だより年度末号 

今年の桜は例年よりとても早いようで、これを書いている 3 月下旬はすでに

満開になっています。乳児院の南側に流れる境川の土手に大きな桜の木が並

んでおり、窓からのお花見を毎年楽しみにしています。 

いつも愛恵会乳児院に心を寄せてくださり、ありがとうございます。長かった

コロナ禍の日々もやっと明け、外出行事もできるようになりました。いつもと違う

広い場所や大きな遊具で楽しそうに過ごす子どもたちの笑顔はなによりの喜

びです。今もコロナの緊張が完全に解けたわけではありませんが、皆でがんば

って乗り切ったこの３年間は、私たちの今後の力になるように思います。職員に

は感謝の気持ちしかありません。 

 

「年年歳歳花相似たり、歳歳年年人同じからず」（劉希夷「代悲白頭翁」） 

 

このことばは、人の世の変わりやすいのに比べ、自然は変わらないことと解

されるものですが、人は成長し変化していく、とも読むことができます。日々成

長する子どもたちと同じように、私たちもしなやかに成長しながら、毎年咲く花

のように変わらぬ愛情を子どもたちに注いでいきたいと考えています。 

 



 

行事報告～四季折々に行った行事のご紹介～ 

 

  院外保育～あそびの森 HUGHUG・２～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

     

 

  節分～あいけいかいにオニがきたよ！～ 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貸切バスに乗って京王あそびの森 HUGHUG

へ春の院外保育に行ってきました！前回は場所

見知りでなかなか遊びだせなかった子も、慣れ

た様子で最初からボールプールやネット遊具に

挑戦していました♪ 

 

帰る時間まで思い切り身体

を動かして遊び、帰りのバ

スが出発するとすぐに眠っ

てしまいました。大きい児

は数日たっても「みんなで

バス乗ったの」「また乗り

たいね」等楽しかった思い

出話をしてくれる姿もあり

ました。 

 

2 月 3 日に節分の会を行いまし

た。今年は、全ホームがホール

に集まり参加できました。 

最初はお楽しみのパネルシアタ

ー。いろんな動物のあてっこを

しました。その後豆まきの歌を

歌うと、赤鬼登場！ ！ 

ひよこホームの子ども達は鬼を

見ても泣く事はなく、初めて見

る鬼にきょとんと目を丸くして

じっと見つめていました。幼児

ホームの子ども達は、鬼が近づ 

いて来ると職員の後ろに隠れ怖くて泣いてしまったり、

「おにはーそとー！」とカラーボールで鬼退治したりして

いました。みんなで協力して一生懸命カラーボールを鬼に

向かって投げ、見事今年も鬼を退治しました！！ 



外はまだ雪が降っていたの

で、温かいお部屋の中で雪遊

びをしました。雪の冷たさに

はじめはびっくりしてツンツ

ンしていた子もすぐに慣れて

触ることができました。カッ

プで固めた雪をブロックのよ

うに積み重ねて雪のお城も作

りました！次の日は晴れたの

でお外の雪を踏んだり、雪だ

るまを作ったり、雪を存分に

楽しみました。 

そらホーム 

 

雪遊び～２がつにゆきがふったよ！～   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひよこホームは月齢が小さいので外で雪遊

びは出来ませんでした。しかし、ひよこホ

ームの子どもにとっては初めての雪なの

で、職員が洗面器に入れてきた雪をホーム

内で触り、雪の感触や冷たさ体験したり、

職員が作った雪だるまを見たりして、ホー

ム内で雪遊びを楽しみました。 

 

そらホーム 

ひよこホーム 



 

七五三～ちょっとおそい写真撮影会～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

ひなまつり～おいわいしたよ！～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2月 9日、七五三の写真撮影を行ないました。 

初めての着物にわくわく♪…と、ドキドキ？！緊張し

た様子は隠せませんが、さすが愛恵会のおにいさん、

おねえさんたち。撮影はしっかり決めてくれました！ 

これからもたくさん食べて、やさしく元気におおきく

なあれ！！ 

 

今年のひなまつりは感染症発生の為全ホーム揃っ

ての会は行えませんでしたが、参加できるホーム

はホールに集まりパネルシアターや歌を歌って楽

しみました。ホール前に飾られたひな人形とも記

念撮影☆夕食にはかわいいちらし寿司やケーキも

食べられてとっても嬉しそうにしていました。こ

れからも子ども達が健やかに成長していけますよ

うに… 

 



現在そらホームでは１歳から 4

歳の子どもが一緒に生活してい

ます。食べることが大好きな子

どもたちが多く、食育も兼ねて

よくホームパーティーをしてい

ます。今年はおにぎり、パンケ

ーキ、チョコフォンデュ、クレ

ープ．．．とたくさんのパーティ

ーを楽しみました。 

 年齢の高い男児がいるためか最近はウルトラマンや戦隊物

の話がよく聞かれています。小さい子たちも真似して決め

ポーズをとったり歌ったりと大きい子のブームに興味津々

です。 

 

＜そらホーム＞ 

広いスペースでくっついてテレビを見たり、一緒に落

ち葉に埋もれてみたり、狭い隙間に並んで座ってみた

り…。おともだちとケンカしちゃって涙が出ても「大

丈夫」と抱きしめてくれるおともだちがいるのですぐ

に仲直りもできます。笑顔いっぱい、元気いっぱいの

ホームです♪ 

ホームのご紹介 ～そら・もり～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

少し月齢の高い子と男の子が多いため、乗り物や虫、ディ

ズニー映画やパウパトロールなどの話題が多いホームで

す。月齢幅はありますが、みんなとっても仲良しなので、 

＜もりホーム＞ 



 

ありがとう～いつも感謝しています～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インフォメーション ～CoCoひろば～  
 

 

 

 

 

     

 

 

＜対象＞ 

0歳～3歳のお子さまと

保護者様 

＜日時＞ 

毎週火曜日 

10：00～12：00 

＜場所＞ 

愛恵会乳児院 B棟 

愛恵会乳児院では子育てひろば～CoCoひろば～ 

を行っています。ぜひお越しください。 

 お待ちしております。 

〇ご予約は不要です。直接お越しください。 

〇感染症等によりお休みをすることもござい 

  ます。最新の情報はホームページをご覧い 

  ただくか、直接お問い合わせください。 

         （042-773-2806） 

 

 

 

 

発行日：2023年 3月 

発行責任者：黒田邦夫 

編集：愛恵会乳児院 広報委員会 

縫物ボランティアのおおつかさん、リクエスト

にお応えくださってオリジナルのティッシュカ

バー兼ポーチを作ってくれました。バックを空

ける手間なくサッとティッシュを出せて、おさ

んぽの時にとっても重宝です。 

元々アパレルのデザイナーをされていた、おお

つかさん。子どもたちのシーツや避難車カバー

収納バックにも細やかな知恵と技術をふるって

くださっています。 

] 


